
民間企業等民間企業等

海外留学海外留学

行政機関等行政機関等

日本銀行，キヤノン，日本郵船，
松下電器産業，三菱化学

期　間
　　　　　１年間

アメリカ，イギリス，
ドイツ，フランス，カナダ　　
　　　　　（裁判所・大学等）

期　間
１年又は２年間

内閣官房，金融庁，
証券取引等監視委員会，総務省，
公正取引委員会，法務省，検察庁，
外務省，財務省，国税不服審判所，
厚生労働省，農林水産省，
経済産業省，国土交通省等

在アメリカ合衆国日本国大使館
在ニューヨーク日本国総領事館
在ストラスブール日本国総領事館
国際連合日本政府代表部
在ジュネーブ国際機関日本政府代表部

期　間
　原則として２年間

期　間
　　　　　２年間

外部に出ている判事補の現状
（平成１４年度）　　　

１期当たり
の人数
（概数）

（期間１年以上のもの）

５人程度

２０数人
　　程度

２５人程度

在外公館等在外公館等
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判事補の民間企業等への派遣状況

民間企業（１年）

日本銀行（１年）

（参考）

○　判事補の民間企業（４か月）

　 平成１２年度から実施。平成１４年度まで合計４３人が経験

　　

○　判事の派遣型研修
　
　・　報道機関研修（約３週間）

　 昭和５７年度から実施。平成１４年度まで合計１３２人が経験
　・　民間企業短期研修（約２週間）

　　 昭和６０年度から実施。平成１４年度まで合計１９１人が経験

昭和６２年度から実施。平成１４年度まで合計５６人が経験

平成８年度から実施。平成１４年度まで合計７人が経験

　　平成１４年度の派遣先（４）

　　　　キヤノン，日本郵船，松下電器産業，三菱化学

　　平成１４年度の派遣先（１５）

　　　 アサヒビール，イトーヨーカ堂，オムロン，九州電力，新日本製鐵，住友商事
　　　　住友信託銀行，積水ハウス，ソニー，武田薬品工業，東京瓦斯，名古屋鉄道
　　　　日産自動車，阪急電鉄，北海道電力

民間企業等への派遣民間企業等への派遣

　　裁判官が，一定期間，民間企業等において，その業務に従事する。経済
の実情などについての理解を深めるとともに，裁判官としての視野を広め，
識見を高めることを目的とする。
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民間企業への派遣（１年）の例

商社の例商社の例

○　新入社員研修
○　工場に配属され，発電所での３交代勤務の後，工場の総務・人事の職務（約３
　か月）
　・３交代勤務では，オペレーター業務，工場設備の点検清掃，計器の監視等
　・総務では，地域住民への広報，苦情の受付け，相互理解を培うための交流活動
　　等
○　本社法務部（約１か月）
○　販売会社で営業（約８か月）
　・小売店廻りや営業の企画作業に参加
○　本社人事部（１０日）

○　新入社員研修
○　広報室と文書法務部に籍を置き，随時営業部門や管理部門，子会社・関係会社
　に出向いて日常業務に関与し，様々な取引の形態や与信管理，事業の立ち上げか
　ら撤退に至るまでの国内外のビジネスを実地で経験
　・子会社での日常業務では，例えば，スーパーで店舗の管理・運営の方法を学ん
　　だほか，店舗に配属され（数週間），現場で早朝の開店準備から野菜・果物の

　　カットや袋詰めをしたり，閉店後の各部門の責任者による反省会に出席

○　新入社員研修
○　店舗の食料売り場で，商品の搬入から販売までを実地で経験（約３か月）
○　本社教育訓練部で，例えば，上級管理職の昇格試験の問題作成等に関与（約
　３か月）
○　本社商品部で，商品仕入れ担当者（バイヤー）の下で仕入れを実地で経験　
　（約３か月）
○　本社消費者サービス部で，クレーム処理（フリーダイヤルでかかってくる様
　々な苦情に対応し，処理） （約３か月）

製造業の例製造業の例

販売業の例販売業の例

資料３



判事補の海外留学研究等の派遣状況

○　平成１４年度の派遣先（７）○　平成１４年度の派遣先（７）

○　平成１４年度の派遣先（１１）○　平成１４年度の派遣先（１１）

○　アメリカのロースクール派遣の例○　アメリカのロースクール派遣の例

長期在外研究・２年長期在外研究・２年

海外留学研究・大学派遣・１年海外留学研究・大学派遣・１年

海外留学研究・裁判所派遣・１年海外留学研究・裁判所派遣・１年

アメリカ（イェール大学，コロンビア大学，ハーバード大学，ペンシルバニア大学）

アメリカ（カリフォルニア大学デービス校，コーネル大学，サザン・メソジスト大学，
　　　　　ジョージ・ワシントン大学，デューク大学，ニュー・ヨーク大学，
　　　　　ノートルデイム大学，ワシントン大学，ワシントン大学セントルイス校）
イギリス（ワーウィック大学）
カナダ　（ブリティッシュ・コロンビア大学）

◇　ロースクールの秋学期（９月～12月）及び春学期（１月～４月）のプログラムの受講
　・　各学期毎に数科目の講義を受講
　・　様々な特別講義，セミナー等に参加。日本の法制度に関する講義を担当する例も。

◇　裁判所，法律事務所等での研修
　・　ロースクールのプログラムの受講と併行して，裁判所，法律事務所，法律関係機関
　　等を訪問し，傍聴，調査等を行うほか，５，６月には主として裁判所，法律事務所等
　　で研修
　・　具体的研修先としては，連邦裁判所，州裁判所，検察官事務所，弁護士事務所，公
　　設弁護人事務所，ＡＤＲ機関等
　・　新任裁判官研修等のプログラム，地元の法律家の研究会等への参加等

○　平成１４年度の派遣先（８）○　平成１４年度の派遣先（８）

アメリカ（アリゾナ州裁判所，ジョージア州裁判所，ニュー・ジャージー州裁判所，
　　　　　ミシガン州裁判所）
イギリス（各種裁判所）
ドイツ　（エアフルト地方裁判所，ベルリン地方裁判所）
フランス（国立司法学院における理論研修，裁判所における実務研修）

○　アメリカの裁判所派遣の例○　アメリカの裁判所派遣の例

・　州裁判所を拠点にして，裁判官室に在席するなどして，裁判官と共に行動
　（記録の検討，法廷傍聴，和解立会，裁判官との意見交換等を行うなどして研究，調査）
・　この間，連邦裁判所，検察官事務所，弁護士事務所，公設弁護人事務所，ＡＤＲ機関
　等を訪問し，研究，調査等も経験
・　新任裁判官研修等のプログラム，弁護士会主催の研修会等への参加等

・　主として，ロースクール等のプログラムの受講

イギリス（ケンブリッジ大学）

資料４


